
様式第12号(第13条関係)

法定外公共物用途廃止申請書

年　　月　　日

　　大田原市長　　　　　　　様

申請者　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　

住所　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　印

（実印）

TEL　　　　　　　　　　　　　　　　

　大田原市法定外公共物について、下記のとおり用途を廃止してくださるよう、関係図書を添えて申請します。

記

1　用途廃止を申請する公共用財産

	所在
	用途
	面積（㎡）

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　


2　用途廃止を申請する理由

3　用途廃止を申請する公共用財産の現状及び周辺の状況

4　用途廃止後における当該財産の処分に関する希望

5　その他

(記載事項)

1　用途の欄は、当該財産の用途(普通河川、認定外道路、沼池等)を記入する。

2　面積の欄は、各用途別に小数点第２位までを記入すること。

3　「用途廃止を申請する公共財産の現状及び周辺の状況」の項については、当該財産の原形の有無及び利用状況並びに周辺の状況について詳しく記入すること。

4　「用途廃止後における当該財産の処分に関する希望」の項については、払い下げ等を記入すること。

隣接土地所有者の境界、用途廃止及び売払いに関する同意書

	所　　　在（法定外公共物）
	用　　　　　　途
	面　　　　　積（㎡）

	
	
	

	
	
	

	
	
	


　上記、大田原市法定外公共物と私の所有地との境界は、用途廃止申請書の添付図面のとおりであることに同意します。また、上記公共用財産の用途廃止及び売払いについても同意します。

　　　年　　　月　　　日

（隣接土地所有者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（実印）

	隣　接　地　番
	住　　　　所
	氏　　　　名
	㊞

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


利害関係人の　用途廃止　に関する同意書

　下記の大田原市法定外公共物の用途廃止及び売払いに関して、同意します。

　　　年　　　月　　　日

利害関係人

住所

氏名　　　　　　　　　　　　　　　㊞

電話

１．用途廃止する法定外公共物

	所　　　在　　　地
	用　　　途
	面積（㎡）

	
	
	

	
	
	

	
	
	


（用途廃止の申請に係る関係図書）（条例１４条、規則１３条）

用途廃止の申請に関する関係図書は、次のとおりとする。

（１）位置図

（２）公図写し

　　　　法務局備付けの公図から、当該法定外公共物の箇所及び隣接地の全部を転写し、公図に着色がある場合には、同様に着色するとともに、用途廃止しようとする法定外公共物を線で囲むなどして明示することとし、次の事項を記入すること。

　　ア）大字、地番、地目、地積、土地所有者名

　　イ）公図が所在する法務局名

　　ウ）転写年月日並びに転写者の氏名及び印

（３）現況平面図（縮尺１／２５０程度）

（４）申請地の現況写真

（５）地積測量図（用途廃止をしようとする部分の求積図）

縮尺１／２５０程度、使用する面積を小数点第２位まで表示（切り捨て）

（６）境界協定書の写し
（７）隣接土地所有者の境界、用途廃止及び売払いに関する同意書

（８）利害関係人の用途廃止に関する同意書

ア）道路の場合には自治会長、土地改良区等

イ）水路の場合には自治会長、土地改良区、水利組合等

（９）印鑑証明書
ア）申請者のもの（用途廃止申請で添付すれば、売払申請での添付は省略できる。）
イ）隣接土地所有者及び利害関係人のもの

（１０）その他必要と認めるもの（委任状等）
様式第12号(第13条関係)

法定外公共物用途廃止申請書

●　年　●　月　●　日

　　大田原市長　　　　　　　様

申請者　〒　３２４－００００　　　　　　　　　

住所　大田原市本町１－４－１　　　　
氏名　●●●●　　　　　　　　　　印

（実印）

TEL　０２８７－２３－８７１７　　

　大田原市法定外公共物について、下記のとおり用途廃止くださるよう、関係図書を添えて申請します。

記

1　用途廃止を申請する公共用財産

	所在
	用途
	面積(m2)

	　大田原市●●　　●●番●先
	水路　
	２３　

	　
	　
	　

	　
	　
	　


2　用途廃止を申請する理由

　公共用財産の一部を用途廃止し、払下げ宅地の一部とする
3　用途廃止を申請する公共用財産の現状及び周辺の状況

　　水路の形状はあるが、水は流れない。周辺は宅地に囲まれている

4　用途廃止後における当該財産の処分に関する希望

　　払い下げをする

5　その他

(記載事項)

1　用途の欄は、当該財産の用途(普通河川、認定外道路、沼池等)を記入する。

2　面積の欄は、各用途別に小数点第２位までを記入すること。

3　「用途廃止を申請する公共財産の現状及び周辺の状況」の項については、当該財産の原形の有無及び利用状況並びに周辺の状況について詳しく記入すること。

4　「用途廃止後における当該財産の処分に関する希望」の項については、払い下げ、交換等を記入すること。

隣接土地所有者の境界、用途廃止及び売払いに関する同意書

	所　　　在（法定外公共物）
	用　　　　　　途
	面　　　　　積（㎡）

	大田原市●●　　●●番●先

	認定外水路
	２３

	
	
	

	
	
	


　上記、大田原市法定外公共物と私の所有地との境界は、用途廃止申請書の添付図面のとおりであることに同意します。また、上記公共用財産の用途廃止及び売払いについても同意します。

　　　年　　　月　　　日　←隣接同意を受領した日
（隣接土地所有者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（実印）

	隣　接　地　番
	住　　　　所
	氏　　　　名
	㊞

	大田原市●●

　●●番
	大田原市●●
	●●●●
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



利害関係人の　　用途廃止　　に関する同意書

　下記の大田原市法定外公共物の用途廃止及び売払いに関して、同意します。

　　　年　　　月　　　日　←記入した日

利害関係人

住所

氏名　　　　　　　　　　　　　　　㊞

電話

１．用途廃止する法定外公共物

	所　　　在　　　地
	用　　　途
	面積（㎡）

	大田原市●●　　●●番●先

	水路
	２３

	
	
	

	
	
	


２部提出（１部は写しでも可）





記入例





記入例





印鑑証明書を添付することとなるので、実印を押印





自治会長、土地改良区など利害関係人からそれぞれ署名（肩書も記入）





記入例









